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爽やかな秋晴れのある日、国立国会図書館（以

下国会図書館と略す）を訪れた。本誌 シリーズ

「リソースライブラリー」に何とか国会図書館の

紹介をしたくて国内協力課の隅山さんに相談した

ところ、一度いらっしゃいませんかとお誘いを受

けた。またとない見学の機会に恵まれて編集部員

ほか総勢８名とても楽しみに新幹線に乗った。

地下鉄有楽町線の「永田町」で下車、約束の午

後１時に国会図書館に到着した。当日は見学者と

いうことで南口玄関より入館。待つほどもなく隅

山さんが出迎えてくださって、いよいよ見学ツ

アーが開始された。最初は新館３階の研修室でビ

デオによる国会図書館の概要を見せていただき、

その後新館、本館の順に案内していただいた。新

館書庫の地下 ８階にまで光の届く光庭に感嘆し、

書庫に整然と並べられている膨大な資料に目を奪

われ、当協議会機関誌「病院図書室」が図書館学

資料室に整理されているのを見て喜んでいるうち

にあっという間に時間が過ぎていった。また、科

学技術資料室では福田さんから１時間近くも興味

深いお話を聞くことができたことは望外の喜びで

あった。百聞は一見に如かずと言うが、ほんとう

によい体験をさせていただいた。

以下、大規模で多くの機能を持つ国会図書館の

どこをどのように紹介すればいいのか迷うが、利

用方法を中心に簡単に紹介したい。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

わが国唯一の国立図書館であり、またわが国唯

病院図書室 １４（ｌ）：３９－４３，１９９４

一の納本図書館でもある国立国会図書館は中央館、

国会分館、支部上野図書館、支部東洋文庫、行政

・司法各部門の支部図書館３５館で構成されている。

国内で刊行される出版物を網羅的に収集、それを

永久保存すると同時に購入（外国の科学技術関係

の逐次刊行物、社会科学部門の図書等）や交換・

寄贈によって資料を収集し、保存図書館として、

ム光庭（新 館地下）

▲新館書庫
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また一犬 情報センターとしての役割を果たしてい

る。言い換えれば国会に対する調査機能を併せも

つ国民のための大規模総合図書館であるというこ

とができる。国立国会図書館案内によると平成４

年１２月末現在の［現況統計］は表１のとおりである。

表１
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１。国立国会図書館の利用

国会図書館の資料は満２０歳以上の人ならだれで

も利用できる。受付で利用カードを受け取り入館

するが、このカードは公共図書館などのように特

定の個人を識別するＩＤカードではなく、当日のみ

有効で、退館の際には返却するしくみになってい

る。利用時間等は表２のとおり。

入館は本館入口と新館入口から。新館吹き抜け

大ホールには池田満寿夫の斬新なデザインのタペ

ストリーが飾られ、入館者の目を楽しませてくれ

る。一部の資料を除いてすべて閉架式になってい

るため資料請求に先だって目録を調べることが必

要である。当日は卒論準備のための学生たちで雑

誌目録ホールは混雑していた。

２。遠方からの利用（「対図書館サービス」）

国会図書館は来館者に対するサービスを行うと

同時に「図書館の図書館」として全国の図書館に

向けて「対図書館サービス」を行っている。遠方

に住んでいる者にとってはたびたび出かけること

はとても不可能で、これはそういった遠方の利用

者には嬉しいサービスである。

国会図書館の「対図書館サービス」は国内の各

一般研究室の利用は登録制です。 利用希望 者は。

一般研究室利 用申 込書を提出して承認 を受けてぐ

ださい。申込の際には身分 を証明する書類が必要

です。学部学生の利 用はで きません。

利用申込の受付

場所 本館 ２階の来館利用者受付

時間 （月～金）９：３０～１９：００

（第３土曜日）９：３０～１７：００

閲覧時 間 （月～金）９：３０～２０：００

（第３土曜 日）９：３０～１７：００

資料請求受付 （月～ 金）９：３０～１９：００

（第３土曜日）９：３０～１６：００

２０：００まで利用で きる閲覧室・資料室

一般研究室、参考図書室、新聞閲覧室、科学

技術資料室、法令議会資料室

新聞・ 雑誌な と… …… ………

【〉国会に対 する奉仕（１年間）

レフ ァレン ス回 答…………

・・１２８，４５８腫

貸出 資料数（国 会 分館所 管資料 を含 む）…………３６，１６９．’．’’

【〉行政・ 司法部門 に対する奉仕（１年間）

レファレンス回答 ……………………………………９２０ｆ１－

貸出 資料数（図書館問）……………… …………… ３，８２３．＞．’．’．

Ｅ〉一般公 衆に対す る奉仕（１年間）

レフ ァレ ンス回 答 ……………………

貸出資料ｔｉ．図ｍ 館問）…………

閲覧 資料数 ………
● ● ● ● ● ● ● ●

… ２９１，３８４ｆｔ

・・・・１４，３４７点

１．６１８．２００点

６，７４３点

－４０－

１日平均 閲覧 資料数 …………………

閲 覧 人 員 ………………………………………５１７，９５４人

１日平均閲覧人員…………………………………２，１５８ノ

当 館 の 利 用 に つ い て

利用 できる人 満２０歳以上の人

資料の利用 館内利用のみ。館外への帯出は

できません。

閲 覧 閲覧時間（月～土 ）９：３０～１７：００

資料請求受付（月～土 ）９：３０～１６：００

複 写 即日複写（月～土 ）１０：００～１５：３０

後日渡し複写（月～土）１０：００～１２：１５

１３：１５～１６：３０

マイクロ複写 （月～金 ）１０：００～１２：１５

１３：１５～１６：３０

（ 第３土曜日 ）１０：００～１２：１５

１３：１５～１５：３０

資料案内（レファレンス） （月～土 ）９：３０～１７：００

休館日 日曜日，土曜日（ 第３土曜日は除く ）

国民の祝日・休日，年末年始

毎月の第３．第４月曜日（ 祝日にあ

たるときは翌日）



種図書館に対して、それぞれの図書館で利用者の

求めに応じられなかった資料や情報について、図

書の貸出、資料の複写、レファレンスサービスを

行うものである。申し込み手段は郵送、ファクシ

ミリ、電話、来館の４つの方法があり、「図書館

協力ハンドブック」１９９１年版によるとサービスの

こ
ｍ（＊５ｒ―－ご 郵 遇 フフクシミリ ・ ，びｉ 宋 釦

図 寅 の 肝 出 ○ ○ × ○

唆 町 サ ー ビ ス ○ ○ × ○※

レフフレンスサービス ○ ○ ●）※ ｃ※

○ 申し込みでき ます。こ の場 合、所定 の「申込書」をご 使川くだ さい。

× 申し込みでき ませ ん。

※仔細 は各項目 をご 参照 ください。

種類と申し込み手段は次のようである。ただし、

電話での申し込みはレアレンスサービスに限られ

ているので注意が必要。また、図書の貸出は貸出

制度に加入する方法と専門図書館協議会加盟図書

館への図書貸出を利用する方法の二つの方法があ

るようである。それぞれのサービスを受けるため

には所定の申込書や手続き、条件があるので、詳

細は「図書館協力ハンドブック」で十分確かめる

こと。ハンドブック申し込み先は以下のとおりで

ある。

〒１００東京都千代田区永田町１－１０－１

国立国会図書館図書館協力部

国内協力課 連絡係

特に病院図書室に関係があると思われる「資料

の複写」については参考までに複写料金表を掲載

しておく。

その他のサービスとしては印刷カードの作成と

頒布、ＪＡＰＡＮ／ＭＡＲＣの作成（Ｊ－ＢＩＳＣの作成と販売は

日本図書館協会で行っている）、ＩＳＳＮの登録受付、

種々の刊行物の刊行等がある。これらはそれぞれ

異なった係で扱われるので、連絡先の確認が必要

である。このうち、国会図書館の発行する主な定

期刊行物リストは表３のとおり。

３。科学技術資料室

この部屋は私たちに関係の深い科学技術関係の

資料を集めた部屋である。この分野の図書、学術

表 ３
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おもな定期刊行物

国 立国会図書館所蔵国内逐次刊行物目録 国 立国

会図書館所蔵タト国逐次 刊行物目録 国立国会図書

館所蔵児童図書目録 日本科学技術関 係逐次刊 行

物 総覧 国 立国会図書館所蔵科学技術関 係欧文会

議録目録 国立国会図 書館所蔵地図 目録 国立国

会図書館年報 国立国 会図書館月報 日本全国 書

誌（ｉｉ 刊） 同索引（季刊） 日本法令索引（年

刊） 国政統 計ハ ンドブック（年刊） 科学技 術

文献サービス（季刊） Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｄｉｅｔ Ｌｉｂｒａｒｙ

Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ（季刊） 参考書誌研究（年２回刊）

国会会議録総索引（会期ごと） 外国の立法（隔

月刊） びぶろす（月刊） 雑誌記事索引一人文

・社会編．科学技術編（季刊） 海外科学技術資

料月報（月刊） レ ファレ ンス（月刊） 洋書速

報（月刊） 海外 ニュース・ガイド（隔 週刊）

図書館研究 シリーズ（年刊） 中国語・朝鮮語図

書速報 （年２回刊） 図書館協力通信（隔月刊）

点字図書・録音図書全国総 合目録（年２回刊）

カレント・アウェアネス（月刊） アジア資料通報

（月刊）

雑誌（約１３，０００種）、技術リポート、学協会ペー

パー、外国博士論文、欧文会議録、規格・特許資

料、二次資料等が収集され、利用に供されている。

医学関係のものは約３，０００種。予算の関係で臨床中

心に削られたとのことで医学分野のものはＪＭＬＡに

頼っている部分があるようである。また、Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ

Ｒｅｐｏｒｔ類はマイクロ形態のものが多く、１文献ご

とにケースに保管されており、現在約２００万件を

購入している。逐次刊行物の所蔵目録としては

「国立国会図書館所蔵国内逐次刊行物目録」。

「国立国会図書館所蔵外国逐次刊行物目録」。

「雑誌記事索引」（科学技術編）、「日本科学技

術関係逐次刊行物総覧」がある。原子力関係資料

や航空・宇宙リポートなどが並ぶなか、部屋の一

隅に医学関係抄録索引誌のコーナーがある。見慣

れたＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓや医学中央雑誌が目に入ると

やはりほっとするのはおかしなものである。

この部屋ではその他、資料の有無、目録・資料

の利用の仕方、文献検索方法などについてレファ

レンスサービスも行っている。資料の複写につい

４１－
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〔 複 写 料 金 表〕

睡 昭 料 金

電子式複写による印画

原資ｎと同じ大きさの筏写ができます。

紙のサイズ（カラー以外のＡ４，Ｂ４、Ａ３）

は、本の大きさ，記載状態によって．作

業するときに決めさせていただきます。

Ａ２，Ａ１は．一枚物の複写のみ可能で

す。

カラー以外

Ａ４（２１．０×２９．７） １枚

Ｂ４（２５．７×３５．４）ｃｉｉｉ １枚

Ａ３（２９．７×４２．０）ｃｍ １枚

Ａ２（４２．０×５９．４）ｃｍ Ｉ枚

Ａ１（５９．４×８４．０）ｃｔｉ， １枚

カラー

Ｂ４（２５．７×３６．４）ｃｉｎ １枚

Ａ３（２９．７×４２．０）ｃｍ ｌ枚

３５円

３５円

７０円

３００円

６００円

４ｏｏ円

５００円

マイクロフィッシュからの電子式引伸印画

マイクロフィッシュから電子式複写によ

って引き仲すものです。

Ｂ４（２５．７×３６．４） １枚 ６０円

撮影によるマイクロフィルム

一ｕｒ資料を３５ミリ幅のマイクロ用フィル

ム１二縮小撮影するものです。通常兄開き

の２頁を１コマに収め、ｉｎ中の部分撮

影はいたしません。また、カラーｍ影は

扱いません。

１申込みにつき、はじめの１３Ｖ

２コマ以上は，１コマにつき

１５０円

４５円

フィルムからフィルムへのプリント

マイクロフィルムをフィルムに富酋プリ

ントするもので、ロール・フィルムは、

黒白はもとのフィルムの逆になり、シー

ト・フィルムはもとと同じです。

ロール・フィルム

１件につき３０ｏｎまで

３０ｏｔ を越えるときは，３０ｃｍごと１ニ

シート・フィルム

１シート

１５０円

８０円

１９０円

マイクロフィルムからの引伸印画

マイクロフィルムから引き仲すものです。

複写用印画紙に引き仲すものと，電子式

引沖しがあります。

Ａ５（１４．８×２１．０）ｃｍ 印画紙ｉ枚

Ａ４（２１．０×２９．７）ｃＴｎ 印画紙ｌ枚

電子式引仲ｉ枚

Ａ３（２９．７×４２．０）ｏｔ 印画紙ｉ枚

電子式引仲ｌ枚

Ａ２（４２．０×５９．４）ｃｍ 印ｉＤ紙ｉ枚

８０円

１３５円

５０円

２２０円

１２０円

５００円

（１９９１年７ｒ口 口 現ｎ；）

▲マイクロフィッシュの保管庫

ては相互協力ハンドブックに則って行われている

が、人的な面やシステム上の理由から２週間～１

ヵ月はかかるということである。これらのサービ

スについては先に紹介した「図書館協力ハンド

－４２

ブック」や「科学技術文献サービス」

を参照の上利用すること。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

国立国会図書館という一大総合図書

館の紹介としてはまことに不十分なも

のであるが、「利用」を中心に概略を

述べた。零細で、しかも利用者の文献

要求が多い病院図書室にとって国会図

書館の「対図書館サービス」は頼もし

い味方である。医学のみならず、さま

ざまな分野の資料の「最後の拠り所」

としてもっともっと国会図書館の機能

を知ることが必要だと思った。今回は

見学者として裏側から国会図書館を見

せていただいたが、次からは一利用者

として機会あるごとに何度も訪れてみ

たい。

今回の訪問で最も深く印象に残り、

感銘を受けたことはその「開かれた姿

勢」であった。実際に見学するまでは

いかめしくてとても気軽に利用できな

い雰囲気を想像していたが、その「思

い込み」は大きな誤りだった。見学当

日、国会図書館は来館者で溢れ、どの

部屋にも資料を調べる利用者の姿が

あった。一日の来館者数は２０００名を超えるとのこ

とである。また、私たちの接した職員の方は数少

なかったが、どの方からも「どうぞ十分利用して

ください。活用してください」という気持ちが直

に伝わってきた。だだしその成り立ちからも分か

るように保存図書館としての性格が強いため。

「利用」面からはシステムとしては不備な点があ

るということであった。近い将来、京阪奈丘陵に

建設が予定されている第二国立国会図書館はＢｒｉ－

ｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙＤｏｃｕｍｅｎｔＳｕｐｐｌｙＣｅｎｔｅｒのように

「利用」を中心に運営されるだろうとのことで、

今から楽しみである。

長時間私たちのために時間を割いてくださった

隅山さん、福田さんに改めてお礼を申し上げたい

と思う。



〔国 立国 会図書館 への交通 機関〕

地下 鉄（丸の内線・千代田線）国 会議事堂前 下車

出口１

／／ （ 有楽町線）永田町下車 出口 ２

／／ （ 半蔵門線）永田町下車 出口 ３

都営 バス（橋６３） 国会議事堂前下車

／／ （ 銀７１） 三宅坂下車

／／ （ 茶８１） 平河町下車

丿
渋

谷

二 ａ

□Ｔ¬ ；

南 口 － 聞

レ

ニ ド

病院図書室 Ｖｏｌ．１４Ｎｏ．ｌ，１９９４

＊この記事は著作権を有する国立国会図書館の

承認のもとに「国立国会図書館案内」（平成５年

７月発行）、「国立国会図書館図書館協力部編：

１９９１ 図書館協力ハンドブック」（平成３年 ２月

発行）、および複写料金表（１９９１年 ７月１日現

在）から転載させていただきました。

（文責 首藤佳子・編集部）
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